　　　　 資料３　ホテル又は旅館におけるバリアフリー化について
　　 大阪府の延べ宿泊者数の推移

　大阪府の延べ宿泊数は増加。その原因は、外国人の宿泊数の増加による。（日本人の宿泊数はほぼ横ばい。）

　　 平成１８年以降に営業開始した５０室以上のホテル・旅館の客室数

　平成２７年度から増加が始まり、２９年度に急激に許可等件数が増えている。

　　 平成１８年以降に営業開始した５０室以上のホテル・旅館の供給状況

　平成１８年以降で基準対象となる５０室以上のホテル・旅館は１４５施設２万６０２２室であり、基準どおりに整備されているとして推計すると、車いす使用者用客室は少なくとも１６０室（全体の０．６％）整備されていることになる。

　市町村別に見ると、客室総数は大阪市内が７７．７％と一番多く、次に泉佐野市が９．３％と比較的多くなっている。

 （注）平成１８年１２月から平成３０年３月末までに営業許可した５０室以上のホテル・客室が対象

 （注）車いす使用者客室の推計方法

許可した施設は、バリアフリー法の移動等円滑化基準に適合（５０室以上の場合１室）した施設と、同法１７条に基づく認定を受けた移動等円滑化誘導基準に適合した施設（２００室以下は２％、２００室超える分は１％たす２室）があり、この基準どおり整備されたとして車いす使用者用客室数を算出している。
　　 東京都の規定

　 各客室までの経路

　道等から各客室までの経路のうち１以上の経路上に階段又は段を設けない。ただし傾斜路やエレベーター等により階段又は段を解消する場合はこの限りではない。

　 客室内の基準（和室部分は除く）

　（１）客室の出入口の幅は８０センチメートル以上

　（２）客室内の便所及び浴室等の出入口の幅は７０センチメートル以上

　（３）客室内に階段又は段を設けないこと。ただし、次に掲げる場合は除く。

・同一客室内において複数の階がある場合

・勾配１２分の１を超えず、幅７０センチメートル以上の傾斜路を併設する場合

・浴室の内側に防水上必要な最低限の高低差を設ける場合

　（４）客室出入口から１のベッド、便所及び浴室等までの経路の幅は７０センチメートル以上

　　 ビジネスホテルにおける東京都基準の適用状況（ヒアリングによる）

　　ビジネスホテルのシングルは２タイプあり、それによって対応状況は違う。

　 （１）主に１８平方メートル以上の中クラスホテル（客室単価１万円前後）（注）便宜上エコノミーと呼ぶ

　 （２）主に１２から１５平方メートルの格安ホテル（客室単価５千円前後）（注）便宜上バジェットと呼ぶ

　　各タイプの現状

　価格は、エコノミータイプが1万円前後、バジェットタイプが5千円前後

　面積は、エコノミータイプが１８平方メートル以上、バジェットタイプが１２から１５平方メートル

　間口の大きさは、エコノミータイプが3メートル前後、バジェットタイプが２．５メートル前後

　3点ユニットの大きさは、エコノミータイプが１．４メートルかける１．８メートル、バジェットタイプが１．２メートルかける１．６メートル

　階高は、エコノミータイプが約２．８メートル、バジェットタイプが約３．１メートル

　ベッドの幅は、エコノミータイプが１．４メートル以上、バジェットタイプが１．２メートル

　　各タイプの東京都基準の対応状況

　 客室出入口の幅　８０センチメートル以上

　エコノミータイプ　現状まる→対応まる

　バジェットタイプ　現状まる→対応まる

　 便所及び浴室等　出入口の幅７０センチメートル以上

　エコノミータイプ　現状ばつ→対応さんかく（１４かける１８の商品化必要）

　バジェットタイプ　現状ばつ→対応ばつ（１２かける１６の商品化困難）

　 便所及び浴室等　段差なし（車いす対応可能）

　エコノミータイプ　現状まる→対応まる（床の落としこみで対応）

　バジェットタイプ　現状ばつ→対応ばつ（階高が低く落とし込み困難）

　 客室出入口からの経路　幅７０センチメートル以上　便所及び浴室等まで

　エコノミータイプ　現状まる→対応まる

　バジェットタイプ　現状まる→対応まる

　 客室出入口からの経路　幅７０センチメートル以上　ベッドまで

　エコノミータイプ　現状まる→対応まる（間口があり対応可能）

　バジェットタイプ　現状ばつ→対応ばつ（デスクを置くと困難）

　　 便所及び浴室等の扉を７０センチメートル以上としたユニットバスの事例
　 特徴

・有効開口　７０センチメートル以上確保

・通路との段差は２センチメートル程度

・洗面器へアプローチしやすい

・手すりの設置

・１４１８タイプ以上で対応可能

・ユニット価格は通常１２１６タイプの約１．６倍（さらに躯体床の落としこみに伴う費用必要）

　　 ヒアリングを受けての東京都事例についての検証

　現状では、１２かける１６ユニットで出入口の有効幅７０センチメートル以上のユニットはない。

　ユニットとの段差の解消のために、スラブの落とし込みが必要。→通常階高２８０センチメートルを３１０センチメートル程度にする必要がある。

　デスク（奥行き５０センチメートル程度）を想定すると、基準への対応が困難。→１０センチメートル以上間口を増やす必要がある。

（注）間口２５０センチメートルひくベッド１２５センチメートルひくデスク５０センチメートルひく壁厚１５センチメートルイコール６０センチメートル

　　 出入口扉の引き戸化についての検証（建具メーカーへのヒアリング）

　ホテル向けの扉として、引き戸は製造していない。→住宅用（公営住宅のバリアフリー住戸）としては引き戸を製造している。

　ホテル向けの扉は、デザイン性に優れたものを製造している。→住宅用の引き戸は、ホテル向けの扉と比較するとデザイン性に劣る。

　最近のホテル向けの扉には、カード錠等を装着している。→引き戸ではカード錠等に対応した製品がない。

　開き戸の場合は、扉下部の防音装置の設置が可能。（オプション）→引き戸では対応した製品がない。

 現状は、ホテル事業者が引き戸を採用する環境が整っていないと考えられる。
 （注）今後、引き戸のデザイン性の向上等を図って製品化したとしても、コストが大幅にアップする可能性がある。
